
線
や
Ｉ
Ｐ
告
知
情
報
端
末
な
ど
に
よ
り
、

皆
さ
ん
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

緊
急
時
に
は
、
携
帯
電
話
に
送
信
す
る
緊

急
速
報
メ
ー
ル
も
導
入
し
て
お
り
、
避
難

準
備
情
報
や
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を
発

令
す
る
と
い
っ
た
際
に
、
よ
り
多
く
の
人

に
円
滑
に
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
な
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
際
に
、
天
気
予

報
や
ニ
ュ
ー
ス
で
「
大
雨
（
台
風
）
に
関
す

る
情
報
を
出
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
流
れ
た
ら
、
そ
の

後
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
気
象
庁
な
ど
の

『
防
災
情
報
』の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
最
新

の
気
象
情
報
を
入
手
す
る
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策
係\

223
・
224

　

台
風
や
低
気
圧
に
よ
る
大
雨
な
ど
の
風

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
被
害
が

発
生
す
る
前
に
早
め
の
避
難
行
動
を
行
う

こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
自
宅
や
学

校
、
会
社
な
ど
か
ら
近
い
避
難
場
所
や
避

難
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
備
蓄
食
料
や
備
蓄
飲
料
を
用
意
す

る
と
い
っ
た
、
一
人
一
人
の
防
災
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
際
は
、

気
象
情
報
を
随
時
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
気
象
情
報
に
つ
い
て
は
、
主

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
情
報
収
集
し
て
い

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
地
上
テ
レ
ビ

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
大
き
な
被

害
が
予
想
さ
れ
る
災
害
に
関
す
る
情
報
は
、

文
字
情
報
と
し
て
も
常
に
テ
レ
ビ
に
表
示

　
　

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

町
で
は
、
そ
れ
ら
の
情
報

　
　
　
　
　
　
　

に
併
せ
て
、
北
海
道
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

釧
路
地
方
気
象
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
担
当
者
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
接
情
報
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
な
ど
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
め
に
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
を
収
集
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
災
行
政
無

防
災
気
象
情
報
の
集
め
方テレビ

ラジオ
防災行政無線
ＩＰ告知情報端末
携帯電話
気象庁などのウェブサイト

【防災気象情報の収集方法】

▼
▼
▼
▼
▼
▼

第 3回

みんなで拡げる

防災の輪防災の輪防災の輪

通信

【平成２７年５月３１日現在】

・火災発生件数 　　1件

・救　急　出　動 　153件

・救　助　出　動 　　3件

・ドクターヘリ出動 　　6件

平成27年各種出動件数

【問い合わせ】
厚岸消防署　予防広報係
　厚岸町松葉4丁目1番地
　　52-5111 　厚岸消防署では、水難事故や水害時に対応できるよう、救命ボートを導入

しました。これまで、水難事故が発生した場合は厚岸漁業協同組合などに船
舶の出動を要請し、また、河川の氾濫や高潮などからの避難困難者の救出に
は、教育委員会のボートなどを借りて活動している状況でした。
　救命ボートの導入により、厚岸湾や厚岸湖、河川などでの水難事故者の救
助、捜索および水害時の避難困難者の救助活動が迅速に行えるようになりま
した。
　厚岸消防署では、平成 5年から潜水隊員の養成および潜水資器材の整備を
進め、平成 9年 4月から水難救助体制を確立し、現在は13人の潜水士で水難
事故や水害時に対応しています。

水難事故や水害時に威力を発揮！
救命ボートを導入！救命ボートを導入！救命ボートを導入！

【写真左】

　救命ボート

　操船訓練

　　【写真右】

　　　潜水訓練

防災の輪・町火消し通信 15 ［次へ］［前へ］

\


